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１．教育訓練の目標

２．受講者の要件等

（２）受講に最低限有しておくべき技能・知
識の内容及び水準

受験科目に対する経験を有する者

(3)資格取得のための要件又は受験資格 建設業法に定める学歴に対応した必要経験年数

(4)当該技能・知識の習得が必須又は有
利となる職種・職務及び習得された技能・
知識が活用されている業界と活用状況

建設業法に定める主任技術者、監理技術者の要件となっており、建設業界
において、工事受注条件、施工管理能力の主要な条件に、資格者の養成が
推進されている。

（１）受講にあたって必要な実務経験
受講にあたっては原則として、検定試験に受験資格を有する者を対象とする
が、特に受講生の要望がある場合は、次年度以降の受験を目指す者も受講
を認める。

(1)取得目標とする資格の名称、レベル 建築施工管理技士1級・2級資格取得のための教育

(2)当該資格・試験の実施機関名称 （一財）建設業振興基金

講座の名称 １・２級建築施工管理技士DVD通信講座 一般様式第1号の仮番号

明示事項

施設の名称 (株)東北技術検定研修協会 指定講座番号
[再指定･変更希望講座のみ]

040161320038
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講座の名称 １・２級建築施工管理技士DVD通信講座 一般様式第1号の仮番号

明示事項

施設の名称 (株)東北技術検定研修協会 指定講座番号
[再指定･変更希望講座のみ]

040161320038

３．教育訓練の内容（カリキュラム）

時間

3.1 時間

4.8 時間

0.7 時間

3.8 時間

2.9 時間

時間

5 時間

6.6 時間

3.7 時間

2 時間

32.6 時間

４．受講効果の把握方法

５．教育訓練目標達成に向けた支援等のための具体的な措置等

(3)スクーリング
の実施状況
　[通信制のみ]

実施の有無 　■有　（□必須 / ■任意）　　　/　  □無

スクーリング実施場所・
時期・期間・回数、実施
条件等

仙台市、６月下旬、２日

(4)受講者の本
人確認方法

受講申込み時 本人に生年月日、現住所、本籍地、身分証明証の確認

受講日（通信の場合は
受講期間中）

写真、住民票、雇用保険証の写しの確認

(2)教育目標に対する技能・知識のレベル
到達度把握・測定方法

添削問題及び受講生との連絡通信より

(1)受講者に対する習得度・理解度につい
ての具体的な助言・指導方法

添削課題の解説及び通信又受講生からの随時の質問による

(2)受講中・修了時における資格取得・就
職へのバックアップ体制

当社教室の掲示などにより必要な情報を知ることができる。又、受講生からの
質問及び情報の提供の要請に応じる体制をとっている。

施工法

施工管理法

法規

　　合　　　計

(1)修了認定基準
（出席率・修了認定試験等の具体的な基
準）

全添削課題のうち70％以上の提出率があり、かつ修了試験において70%以
上の得点を得ること。

施工法

共通工学

施工管理法

法規

〈基礎編〉

建築一般

教　科 時　間

〈応用編〉

建築一般


